
今
年
は
幾
つ
も
の
猛
烈

な
台
風
が
日
本
を
襲
っ
た
。

そ
し
て
、
何
時
ま
で
も
夏

の
暑
さ
が
続
い
た
。
ど
う

な
る
こ
と
か
と
思
っ
た
ら
、

い
き
な
り
晩
秋
の
よ
う
に

涼
し
く
な
っ
た
。
夏
か
ら

冬
へ
の
大
転
換
だ
。

小
雨
の
中
、
森
の
別
荘

地
を
歩
い
た
。
霧
が
立
ち

こ
め
て
い
た
。
背
景
の
木
々

は
霞
み
、
う
っ
す
ら
と
し

か
見
え
な
い
。

秋
の
花
々
に
彩
ら
れ
た

広
い
庭
か
ら
続
く
敷
石
の

先
に
、
こ
の
家
が
あ
っ
た
。

雪
深
い
こ
の
地
で
は
地

上
階
は
雪
に
埋
も
れ
て
し

ま
う
。
そ
れ
だ
か
ら
だ
ろ

う
、
地
上
階
は
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
。
冬
は
二
階

が
実
質
的
に
は
地
上
階
の

よ
う
に
な
る
の
か
？

｢

別
荘｣

で
は
な
く
、
こ

こ
に
定
住
し
て
い
る
そ
う

だ
。
二
階
の
大
き
な
窓
か

ら
、
西
に
は
北
ア
ル
プ
ス

の
嶺
々
が
見
え
、
東
に
は

雨
飾
山
に
続
く
山
々
が
見

え
る
と
い
う
。
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森

の

家

長
野
県
小
谷
村

二
〇
一
八
年
十
月

ト
ル
コ
に
あ
る
サ
ウ
ジ

ア
ラ
ビ
ア
領
事
館
内
で
カ

シ
ョ
ギ
氏
が
サ
ウ
ジ
の
チ
ー

ム
に
殺
害
さ
れ
た
。

ム
ハ
ン
マ
ド
皇
太
子
は

「
犯
人
を
裁
判
に
か
け
る
」

と
云
う
が｢
皇
太
子
の
指

示｣

を
疑
う
声
も
強
い
。

外
国
ま
で
暗
殺
チ
ー
ム
が

出
か
け
る
国
。
公
正
な
裁

判
が
あ
る
だ
ろ
う
か
？

サ
ウ
ジ
は
絶
対
王
制
の

国
。
コ
ー
ラ
ン
が
絶
対
。

国
会
も
な
い
。
国
民
は
イ

ス
ラ
ム
教
を
信
じ
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
信
教
の
自
由

も
な
い
。

ト
ラ
ン
プ
氏
と
サ
ウ
ジ

他
国
の
民
主
主
義
を
云
々

す
る
ト
ラ
ン
プ
氏
だ
が
、

サ
ウ
ジ
の
絶
対
王
制
に
は

云
わ
な
い
。
サ
ウ
ジ
は
十

二
兆
円
も
の
兵
器
を
米
国

か
ら
購
入
す
る
お
得
意
さ

ん
だ
か
ら
。
ト
ラ
ン
プ
氏

個
人
と
し
て
も
、
資
金
繰

り
の
為
、
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

(

三
六
四
億
円)

等
を
サ
ウ

ジ
の
王
子
ら
に
買
っ
て
貰
っ

た
。
何
が
言
え
よ
う
。

ト
ル
コ
の
エ
ル
ド
ア
ン
は

ト
ル
コ
は
皇
太
子
の
関

与
に
は
触
れ
て
い
な
い
。

も
し
関
与
の
証
拠
を
掴
ん

で
い
た
ら
、
サ
ウ
ジ
と
の

交
渉
の
切
り
札
。
チ
ク
チ

ク
と
大
切
に
使
う
だ
ろ
う
。

ト
ル
コ
の
エ
ル
ド
ア
ン

大
統
領
も
民
主
主
義
に
は

大
問
題
。
ク
ー
デ
タ
ー
未

遂
事
件
を
契
機
に
四
万
五

千
人
も
粛
正
。
彼
を
批
判

す
る
新
聞
社
等
は
解
散
さ

れ
た
。

各
国
は

原
油
輸
出
世
界
一
の
サ

ウ
ジ
が
原
油
を
止
め
た
ら

大
変
。
サ
ウ
ジ
皇
太
子
の

ご
機
嫌
は
損
な
い
た
く
な

い･･･

と
各
国
は
及
び
腰
。

世
界
の
自
由
と
民
主
主

義
は
ど
こ
へ
行
く
の
か
？

自由と民主主義はどこへ

あ
な
た
は
ど
う
思
わ
れ

ま
す
か
？


